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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して画像処理装置に接続された情報処理装置であって、
　前記画像処理装置の状態に関する情報を取得して表示するためのステータス管理プログ
ラムを起動するための制御手段を備え、
　前記情報処理装置において印刷ジョブを生成するプリンタドライバは、印刷ジョブの生
成指示に従って前記ステータス管理プログラムを起動することができず、
　前記制御手段は、前記ステータス管理プログラムをインストールするためのインストー
ラが備える登録手段によって登録され、前記画像処理装置に対する印刷ジョブが生成され
た場合、前記ステータス管理プログラムを起動することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　ネットワークを介して画像処理装置に接続された情報処理装置であって、
　前記画像処理装置の状態に関する情報を取得して表示するためのステータス管理プログ
ラムを起動するための制御手段を備え、
　前記情報処理装置において印刷ジョブを生成するプリンタドライバは、印刷ジョブの生
成指示に従って前記ステータス管理プログラムを起動することができず、
　前記制御手段は、前記ステータス管理プログラムに付随する登録手段によって登録され
、前記画像処理装置に対する印刷ジョブが生成された場合、前記ステータス管理プログラ
ムを起動することを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
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　ネットワークを介して画像処理装置に接続された情報処理装置であって、
　前記画像処理装置の状態に関する情報を取得して表示するためのステータス管理プログ
ラムを起動するための制御手段を備え、
　前記情報処理装置において印刷ジョブを生成するプリンタドライバは、印刷ジョブの生
成指示に従って前記ステータス管理プログラムを起動することができず、
　前記制御手段は、前記画像処理装置に対する印刷が実行された場合に登録され、前記画
像処理装置に対する印刷ジョブが生成された場合、前記ステータス管理プログラムを起動
することを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理装置または前記画像処理装置に対応するプリントキューを監視対象として
登録する登録手段と、
　前記画像処理装置または前記プリントキューにおけるイベントの発生を検出するイベン
ト判定手段と、
を更に備え、
　前記制御手段は、前記イベント判定手段がイベントを検出した際に、前記ステータス管
理プログラムを起動することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の情報
処理装置。
【請求項５】
　スプーラーサービスの再起動を検知する検知手段を更に備え、
　前記検知手段が前記スプーラーサービスの再起動を検知した場合、前記登録手段は、前
記画像処理装置または前記画像処理装置に対応するプリントキューを監視対象のデバイス
として再登録することを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記画像処理装置は、前記情報処理装置から提供された印刷ジョブに基づいてプリント
動作を実行するプリンタであることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載
の情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワーク環境下において画像処理装置のようなデバイスに接続する情報
処理装置、その制御方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータなどの情報処理装置とプリンタなどの画像処理装置とがネット
ワーク接続される情報処理システムにおいて、情報処理装置は、画像処理装置の状態（ス
テータス）を監視するための監視機能（ステータス管理プログラム）を備える。ステータ
ス管理プログラムは、ステータスを最新情報に更新するため、定期的に画像処理装置から
ステータス情報を取得することが好ましい。しかし、定期取得を行うと、ネットワークト
ラフィックが増加したり、画像処理装置の処理負荷が増大したりして、画像処理装置また
は情報処理装置の処理速度が低下してしまう場合がある。
【０００３】
　マイクロソフト社のＯＳであるＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）が提供するプリンタドライ
バ（ｖ３プリンタドライバ）アーキテクチャーにおいては、情報処理装置にベンダー独自
のユーザインターフェースモジュールを登録する仕組みがある。そして、特許文献１には
、プリント開始時に、ＯＳからベンダー独自のユーザインターフェースモジュールのＤｒ
ｖＤｏｃｕｍｅｎｔＥｖｅｎｔ関数がコールされ、当該関数内をベンダーが独自にカスタ
マイズする構成が開示されている。
【０００４】
　すなわち、従来のＷｉｎｄｏｗｓプリンタドライバ（ｖ３プリンタドライバ）環境下で
特許文献１を利用すれば、ステータス管理プログラムは、その動作期間を最小限に抑える
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ことができる。具体的には、プリント開始のコマンドとともに起動され、ベンダー独自の
ユーザインターフェースモジュールからステータス管理プログラムを起動することができ
る。そして、情報処理装置は、画像処理装置との通信によって、プリントの進捗や、画像
処理装置で発生しているエラーに関する情報を取得し、これをユーザに報知することがで
きる。また、画像処理装置でプリント動作が完了したことをステータス管理プログラムが
検知すると、ステータス管理プログラムは動作を終了することができる。
【０００５】
　このように、従来のＷｉｎｄｏｗｓプリンタドライバ（ｖ３プリンタドライバ）アーキ
テクチャーでは、ステータス管理プログラムを、画像処理装置のプリント動作中などに限
定して起動することが可能であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－１４０２８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、次世代のＷｉｎｄｏｗｓプリンタドライバ（ｖ４プリンタドライバ）ア
ーキテクチャーでは、上述したベンダー独自のユーザインターフェースモジュールの登録
を行う仕組みがサポートされていない。そのため、次世代のＷｉｎｄｏｗｓプリンタドラ
イバ（ｖ４プリンタドライバ）では、プリント開始時にユーザインターフェースモジュー
ルからステータス管理プログラムを起動することができない。
【０００８】
　ｖ４プリンタドライバでは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｏ
Ｓの通知機能であるトースト通知機能を利用して、ステータス管理プログラムを起動する
仕組みはサポートされている。しかし、ＯＳによるトースト通知は、デフォルトで５秒程
の表示で行われ、この通知期間にユーザがトーストをクリックしないとステータス管理プ
ログラムを起動することができない。
【０００９】
　つまり、ｖ４プリンタドライバのアーキテクチャーにおいては、プリント開始時にｖ４
プリンタドライバからステータス管理プログラムを起動することができない。その結果、
ユーザに対して、報知すべき情報が報知されないおそれがあった。
【００１０】
　この課題を回避するために、インストーラからｖ４プリンタドライバのインストールを
行う際に、ステータス管理プログラムをスタートアップ登録やサービス登録をすることで
常駐起動させる手法がある。しかし、インストーラを利用できず、プリンタドライバのみ
を単体でインストールせざるを得ない場合には、この手法が適用できない。例えば、マイ
クロソフト社が運営するＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅの配信サーバーからプリンタドライ
バがインストールされる環境や、マイクロソフト社のＰｏｉｎｔ＆Ｐｒｉｎｔ（登録商標
）の仕組みで構成されるプリントサーバシステム環境がこれに該当する。　本発明は上記
課題を解決するためになされたものである。よってその目的とするところは、ｖ４プリン
タドライバのアーキテクチャーにおいても、インストーラの利用可否に係らず、画像処理
装置の動作中のステータスを監視することが可能な状況を実現することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　そのために本発明は、ネットワークを介して画像処理装置に接続された情報処理装置で
あって、前記画像処理装置の状態に関する情報を取得して表示するためのステータス管理
プログラムを起動するための制御手段を備え、前記情報処理装置において印刷ジョブを生
成するプリンタドライバは、印刷ジョブの生成指示に従って前記ステータス管理プログラ
ムを起動することができず、前記制御手段は、前記ステータス管理プログラムをインスト
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ールするためのインストーラが備える登録手段によって登録され、前記画像処理装置に対
する印刷ジョブが生成された場合、前記ステータス管理プログラムを起動することを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ｖ４プリンタドライバのアーキテクチャーにおいても、インストーラ
の利用可否に係らず、画像処理装置の動作中のステータスを監視することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】情報処理装置と画像処理装置のハードウェア構成図である。
【図２】情報処理装置と画像処理装置を接続するネットワーク環境を示す図である。
【図３】ステータス管理プログラムによるＵＩ表示の一例である。
【図４】インストーラの起動に伴う処理を示すフローチャートである。
【図５】インストーラの起動を伴わない場合の処理の一例を示すフローチャートである。
【図６】インストーラの起動を伴わない場合の処理の別例を示すフローチャートである。
【図７】プリンタの監視処理を説明するためのフローチャートである。
【図８】第２の実施形態におけるネットワーク環境を示す図である。
【図９】プリンタの監視処理を説明するためのフローチャートである。
【図１０】スプーラー監視処理を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　（第１の実施形態）
　図１は、本実施形態で使用する情報処理装置１００と画像処理装置１５０のハードウェ
ア構成図である。情報処理装置１００は、入力インタフェース１０２、ＣＰＵ１０３、Ｒ
ＯＭ１０４、ＲＡＭ１０５、外部記憶装置１０６、出力インタフェース１０８、表示部１
０７、キーボード１０１、マウス１０９、ネットワークインタフェース１１０を有する。
【００１５】
　ネットワークインタフェース１１０は、ネットワークケーブル１１１を介して、情報処
理装置１００とネットワーク２２０を接続し、両者の間で情報の入出力を行う。ＲＯＭ１
０４には初期化プログラムが保存されており、外部記憶装置１０６にはアプリケーション
プログラム群、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）、プリンタドライバ、その他
各種のデータが保存されている。ＣＰＵ１０３は、外部記憶装置１０６に格納される各種
プログラムに従って、ＲＡＭ１０５をワークメモリとして使用しながら、各種処理を実行
する。
【００１６】
　画像処理装置１５０は、ネットワークインタフェース１５１、ＲＡＭ１５２、プリント
エンジン１５３、ＲＯＭ１５４、ＣＰＵ１５６を有する。ネットワークインタフェース１
５１は、ネットワークケーブル１５７を介して、画像処理装置１５０とネットワーク２２
０を接続し、両者の間で情報の入出力を行う。ＣＰＵ１５６は、ＲＯＭ１５４に記憶され
ている各種プログラムに従って、ＲＡＭ１５２をワークエリアとして使用しながら、各種
処理を実行する。例えば、ＣＰＵ１５６は、ネットワーク２２０より受信した画像データ
を一度ＲＡＭ１５２に保存し、プリントエンジン１５３を起動して当該画像データに従っ
たプリント動作を行わせる。
【００１７】
　ＲＯＭ１５４に記憶されている各種プログラムのうち、ステータス管理モジュール１５
５は、画像処理装置１５０の内部に備えられた各種センサの情報をもとに、画像処理装置
の状態を監視するためのプログラムである。ＣＰＵ１５６は、ステータス管理モジュール
１５５に従って、各種センサの情報をもとに画像処理装置のステータス情報を作成し、Ｒ
ＡＭ１５２に記憶する。
【００１８】
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　図２は、情報処理装置１００と画像処理装置１５０を接続するネットワーク環境を示す
図である。ここでは、ネットワーク２２０に対し、情報処理装置１００としてのＰＣ２１
０と、画像処理装置１５０としてのプリンタ２６０と、サーバーＰＣ２５０が接続された
状態を示し、互いに関係するソフトウェアの構成をブロック図で示している。ただし、ネ
ットワーク２２０には、更に多くの制御装置やデバイスが接続されていても良い。なお、
各装置のＣＰＵが図２に記載されているソフトウェアを実行することで、各ソフトウェア
の処理が実行される。
【００１９】
　ＰＣ２１０には、インストーラ２１１、プリンタドライバ２２１、監視アプリケーショ
ン２４１が用意されている。インストーラ２１１は、ユーザによって起動されることによ
り、プリンタドライバ２２１や監視アプリケーションをＰＣ２１０にインストールするた
めのソフトウェアである。プリンタドライバ２２１は、プリンタ２６０に印刷ジョブを送
信してこれを動作させたり、プリンタ２６０の状態（ステータス）を取得してユーザに情
報を提供したりするためのソフトウェアである。監視アプリケーション２４１は、ＰＣ２
１０のプリントキューを監視し、プリントキューに変化が発生した場合に、その内容を解
析する。変化の要因が印刷ジョブの投入である場合、プリンタドライバ２２１に印刷ジョ
ブが投入された旨を通知し、ステータス管理プログラム２３１を起動させるためのソフト
ウェアである。一方、プリンタ２６０には、プリント動作を制御するためのプリント部２
６１と、プリンタ２６０のステータスを保持する管理情報保持部２６２が用意されている
。
【００２０】
　本実施形態では、インストーラ２１１が起動されることによってプリンタドライバ２２
１をインストールすることも出来る。また他の方法として、Ｐｏｉｎｔ＆Ｐｒｉｎｔ環境
下でクライアントとみなされたＰＣ２１０に対し、サーバーＰＣ２５０からプリンタドラ
イバ２２１をインストールすることもできる。また、ＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅなどの
配信サーバーを利用することで、ＰＣ２１０は、プリンタドライバ２２１をインストール
することも出来る。
【００２１】
　プリンタドライバ２２１がインストーラ２１１の起動によってインストールされる場合
、監視アプリケーション２４１はインストーラ２１１内の監視アプリケーション登録モジ
ュールＡ２１２によってスタートアップ登録される。なお、スタートアップ登録とは、Ｏ
Ｓが管理するスタートアップフォルダに、アプリケーション等のソフトウェアまたはソフ
トウェア起動用のリンクファイルを保存することである。そして、スタートアップ登録さ
れたソフトウェアは、ユーザーがログインした場合、自動的に呼び出されて常駐ソフトと
して起動される。一方、プリンタドライバ２２１がインストーラ２１１を介さずにインス
トールされる場合、監視アプリケーション２４１はプリンタドライバ２２１内の監視アプ
リケーション登録モジュールＢ２２２によってスタートアップ登録される。例えば、サー
バーＰＣ２５０がＰｏｉｎｔ＆ＰｒｉｎｔによってＰＣ２１０をクライアントとみなして
プリンタドライバ２２１をインストールする場合が後者に相当する。また、Ｗｉｎｄｏｗ
ｓＵｐｄａｔｅなどの配信サーバーからプリンタドライバ２２１をインストールする場合
も後者に相当する。
【００２２】
　プリンタドライバ２２１のステータス管理プログラム２３１は、管理情報取得モジュー
ル２３２と、管理情報表示モジュール２３３で構成される。管理情報取得モジュール２３
２はプリンタ２６０にアクセスし、プリンタ２６０のステータス情報を管理情報保持部２
６２から取得する。管理情報表示モジュール２３３は、管理情報取得モジュール２３２が
取得したステータス情報に基づいて、ユーザに必要な情報をＵＩ表示する。
【００２３】
　なお、上述したようにＰＣ２１０で動作するＯＳは、プリンタドライバが印刷ジョブの
生成指示を受けることに従って、プリンタドライバ自らステータス管理プログラム２３１
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を起動することができない（または制限された）環境を提供する。
【００２４】
　図３は、ステータス管理プログラム２３１によるＵＩ表示の一例である。タイトルバー
３０１はプリンタの名称等を表示する。メッセージ表示部３０２は、管理情報取得モジュ
ール２３２で取得した情報に基づいて、プリンタ２６０の状況をユーザに報知する。ジョ
ブ情報表示部３０３は、管理情報取得モジュール２３２で取得した情報に基づいて、プリ
ント動作の進捗状況を表示する。インク情報表示部３０４は、管理情報取得モジュール２
３２で取得した情報に基づいて、プリンタ２６０で使用するインクの消費状況を表示する
。このような情報を確認することにより、ユーザは、プリントジョブの進捗状況を把握し
たり、インクを交換する時期や種類を確認したり、エラー発生の有無を認識したりするこ
とができる。そして、このような情報は特にプリンタの動作中において有用である。
【００２５】
　図２に戻る。監視アプリケーション２４１は、イベント登録モジュール２４２と、イベ
ント判定モジュール２４３と、ステータス管理プログラム起動モジュール２４４で構成さ
れる。イベント登録モジュール２４２は、ＰＣ２１０における監視対象となるプリントキ
ューに対応するイベントの登録および管理を行う。本実施形態では、ＰＣ２１０のプリン
トキューが監視対象の１つとして登録されている。当該プリントキューに印刷ジョブが投
入されると、プリンタ２６０に対して、印刷ジョブが送信される。イベント判定モジュー
ル２４３は、イベント登録モジュール２４２によって登録されているプリントキューにお
けるイベントの発生を検出し、その内容が印刷ジョブの投入に伴うものであるか解析し、
判定を行う。具体的には、新規の印刷ジョブが投入されたか否かを解析することで、この
判定処理が実現される。ステータス管理プログラム起動モジュール２４４は、イベント判
定モジュール２４３によるイベントの判定結果を受けて、印刷ジョブの投入に伴うイベン
トであった場合に、ステータス管理プログラム２３１を起動する。
【００２６】
　このように、ＰＣ２１０のプリントキューの監視や図３に示す情報表示は、ステータス
管理プログラム起動モジュール２４４が、イベント発生時に、プリンタドライバ２２１の
ステータス管理プログラム２３１を起動させることにより実現される。このため、監視ア
プリケーション２４１は、プリンタドライバ２２１のインストール方法によらず、スター
トアップ登録されていることが望まれる。
【００２７】
　図４は、ユーザによってインストーラ２１１の起動コマンドが入力された場合に、ＰＣ
２１０の制御部（ＣＰＵ１０３）がインストーラ２１１を実行することで実現される処理
を示すフローチャートである。本処理が開始され、ステップＳ４０１でインストーラ２１
１が起動されると、インストーラ２１１は、ステップＳ４０２にて、プリンタドライバ２
２１とともにステータス管理プログラム２３１をインストールする。
【００２８】
　ステップＳ４０３において、インストーラ２１１は、監視アプリケーション２４１が既
にＰＣ２１０に登録されているか否かを確認する。具体的には、ＯＳが管理するログイン
ユーザのスタートアップフォルダに監視アプリケーション２４１が存在するか否かを確認
する。未だ登録されていないと判断した場合は、ステップＳ４０４に進み、インストーラ
２１１は、監視アプリケーション登録モジュールＡ２１２を用いて、監視アプリケーショ
ン２４１をスタートアップ登録し、ステップＳ４０５に進む。一方、監視アプリケーショ
ン２４１が既に登録されていると判断した場合は、そのままステップＳ４０５にジャンプ
する。このＳ４０４の処理が実行されることで、ＯＳが管理するログインユーザのスター
トアップフォルダに監視アプリケーション２４１が保存される。
【００２９】
　続くステップＳ４０５において、インストーラ２１１は、監視アプリケーション２４１
を起動させ、さらにステップＳ４０６で監視処理を開始させる。以上で本処理は終了する
。



(7) JP 6890938 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

【００３０】
　図５は、インストーラ２１１を用いることなくプリンタドライバ２２１をインストール
する場合の一例を説明する図である。具体的には、ＰＣ２１０は、インストーラーを用い
ることなく、プリンタドライバ２２１をインストールし、インストール完了後、ユーザー
からのプリントコマンドの入力に伴い、制御部（ＣＰＵ１０３）が実行するフローチャー
トである。なお、プリントコマンドとは、例えば、ユーザがアプリケーションのＵＩを用
いてプリンタドライバを選択して、印刷実行を指示することに相当する。
【００３１】
　本処理が開始されるとＣＰＵ１０３は、まずステップＳ５０１で、プリンタドライバ２
２１をインストールする。具体的には、ＰＣ２１０は、ＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅなど
の配信サーバーや、Ｐｏｉｎｔ＆Ｐｒｉｎｔ環境下でサーバーＰＣ２５０にて管理されて
いるプリンタを検索して、検索結果から選択されたプリンタのプリンタドライバ２２１を
インストールする。
【００３２】
　続いて、ＣＰＵ１０３はステップＳ５０２に進み、ステータス管理プログラム２３１を
インストールする。ステップＳ５０３に進み、ユーザによってプリントコマンドが入力さ
れると、プリンタドライバ２２１は、ステップＳ５０１でインストールしたプリンタドラ
イバのフィルターモジュールを用いて受信したプリントコマンドに従い、プリント動作を
実行する。具体的には、ＣＰＵ１０３は、プリンタドライバ２２１を用いて、アプリケー
ションから発行されたアプリケーションデータから印刷ジョブを生成し、プリントキュー
を介してプリンタ２６０へ送信する。
【００３３】
　ステップＳ５０４では、ＣＰＵ１０３は、監視アプリケーション２４１が既にＰＣ２１
０に登録されているか否かを確認する。具体的には、ＯＳが管理するログインユーザのス
タートアップフォルダに監視アプリケーション２４１が存在するか否かを確認する。未だ
登録されていないと判断した場合は、ステップＳ５０５に進み、ＣＰＵ１０３は、監視ア
プリケーション登録モジュールＢ２２２を用いて、監視アプリケーション２４１を登録す
る。具体的には、ＣＰＵ１０３は、ＯＳのログインユーザのスタートアップフォルダに、
プリンタドライバ２２１の監視アプリケーション登録モジュールＢ２２２をコピーして保
存する。この処理により、監視アプリケーション２４１が、スタートアップ登録される。
一方、ステップＳ５０４で監視アプリケーション２４１が既に登録されていると判断した
場合は、そのままステップＳ５０６にジャンプする。
【００３４】
　ステップＳ５０６では、ＣＰＵ１０３は、ＰＣ２１０を再起動し、ステップＳ５０７で
はステップＳ５０５で登録された監視アプリケーションを起動させる。更に、ステップＳ
５０８で監視処理を開始させ、本処理は終了する。
【００３５】
　図６は、インストーラ２１１を用いることなくプリンタドライバ２２１をインストール
する場合の別例を説明する図である。具体的には、ユーザがプリンタドライバ２２１とと
もに監視アプリケーションをインストールし、スタートアップ登録させる場合に、制御部
（ＣＰＵ１０３）が実行するフローチャートである。
【００３６】
　本処理が開始されるとＣＰＵ１０３は、まずステップＳ６０１で、プリンタドライバ２
２１をインストールする。詳細な説明は、Ｓ５０１と同じ処理であるため省略する。更に
、ステップＳ６０２にて、ＣＰＵ１０３は、ステータス管理プログラム２３１をインスト
ールし、続くステップＳ６０３において、インストールしたステータス管理プログラム２
３１を起動する。
【００３７】
　続くステップＳ６０４において、ＣＰＵ１０３は、監視アプリケーション２４１が既に
スタートアップ登録されているか否かを確認する。詳細な説明は、Ｓ５０４と同じ処理で
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あるため省略する。未だ登録されていないと判断した場合は、ステップＳ６０５に進み、
ＣＰＵ１０３は、ステータス管理プログラム２３１に付随されている監視アプリケーショ
ン登録モジュールＢ２２２を用いて、監視アプリケーション２４１をスタートアップ登録
する。具体的には、ＯＳのログインユーザのスタートアップフォルダに、監視アプリケー
ション２４１をコピーする。一方、監視アプリケーション２４１が既に登録されていると
判断した場合は、そのままステップＳ６０６にジャンプする。
【００３８】
　その後、ステップＳ６０６で、ＣＰＵ１０３は、監視アプリケーションを起動させ、ス
テップＳ６０７で監視処理を開始させ、本処理は終了する。以上図４～図６で説明したよ
うに、本実施形態では様々な方法で、プリンタドライバ２２１および監視アプリケーショ
ン２４１をインストールおよび登録することができる。
【００３９】
　図７は、ＰＣ２１０の制御部（ＣＰＵ１０３）が、監視アプリケーション２４１を実行
することで実現されるＰＣ２１０のプリントキューの監視処理を説明するためのフローチ
ャートである。なお、図７の処理は、上述したＳ４０６、Ｓ５０８、Ｓ６０７により開始
される。本処理が開始されると、監視アプリケーション２４１は、まずステップＳ７０１
にて、イベント登録モジュール２４２を用い、デバイスフォルダに記憶されているデバイ
スアイコン（プリントキュー）に対応するプリンタドライバ名やポート名等の情報を取得
する。　ステップＳ７０２では、監視アプリケーション２４１は、ステップＳ７０１で取
得したプリンタドライバ名やポート名の情報に基づき、監視対象となるデバイスアイコン
（プリントキュー）が存在するか判定を行う。つまり、監視アプリケーション２４１は、
監視対象とすべきプリンタに関する情報を保持しており、その保持している情報と、Ｓ７
０１で取得された情報を比較することで、Ｓ７０２の判定を行う。監視対象となるデバイ
スアイコン（プリントキュー）が存在しない場合は本処理を終了する。監視対象となるデ
バイスアイコン（プリントキュー）が存在する場合は、ステップＳ７０３に進む。そして
、Ｓ７０３において、監視アプリケーション２４１は、イベント登録モジュール２４２を
用いて、監視対象と判定されたデバイスアイコン（プリントキュー）に対してイベントの
登録処理を行う。
【００４０】
　ステップＳ７０３の登録処理においては、例えばＯＳが提供するＦｉｎｄＦｉｒｓｔＰ
ｒｉｎｔｅｒＣｈａｎｇｅＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ関数を利用することができる。監視
アプリケーション２４１は、上述した関数を用いて、監視対象と判定されたデバイスアイ
コンにイベントが発生した場合にイベント発生を報知するようにスプーラーに登録する。
この処理により、例えば、監視対象のプリンタ２６０に対応するプリントキューに印刷ジ
ョブが投入された等のイベントをスプーラーが検知した場合、スプーラーが監視アプリケ
ーション２４１にイベント発生を通知する。その結果、監視アプリケーション２４１は、
監視対象のプリンタ２６０に対応するプリントキューに印刷ジョブが投入されたことを認
識して後述するＳ７０４の判定処理を実行することが可能となる。
【００４１】
　ステップＳ７０４において、監視アプリケーション２４１は、イベント判定モジュール
２４３を用いてイベントの発生を監視する状態に入る。監視下においてイベント判定モジ
ュール２４３がイベントを検出すると、監視アプリケーション２４１はステップＳ７０５
に進み、イベント判定モジュール２４３を用いてイベントの発生情報を解析する。
【００４２】
　ステップＳ７０６において、監視アプリケーション２４１は、ステップＳ７０５で解析
した結果に基づき、検出したイベントがプリントに関するイベントであるか否かを判断す
る。プリントに関するイベントであると判断した場合は、ステップＳ７０７に進む。Ｓ７
０７において、監視アプリケーション２４１は、ステータス管理プログラム起動モジュー
ル２４４を用いて、ステータス管理プログラム２３１を起動する。そして、新たなイベン
トの発生を検出するために、再びステップ７０４のイベント監視状態に戻る。
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【００４３】
　一方、ステップＳ７０６で、検出したイベントがプリントに関するイベントでは無いと
判断した場合は、ステップＳ７０８にジャンプし、監視アプリケーション２４１は、検出
したイベントがデバイスアイコンの増減に伴うイベントであるか否かを判断する。デバイ
スアイコンの増減に伴うイベントである場合は、再度ステップＳ７０１に戻り、デバイス
アイコンに対応するプリンタドライバ名やポート名等の最新情報を取得する。デバイスア
イコンの増減に伴うイベントである場合は、再度、Ｓ７０３の処理を行う必要があるか否
かを決める必要があるため、Ｓ７０１へと処理が戻る。デバイスアイコンの増減に伴うイ
ベントでない場合は、ステップＳ７０４のイベント監視状態に戻る。
【００４４】
　以上説明したように、本実施形態においては、プリンタドライバ２２１とは別に監視ア
プリケーション２４１を用意する。その結果、ＰＣ２１０のプリントキューにおけるイベ
ントの発生に伴って、監視対象のプリンタ２６０のプリントキューに対応するステータス
管理プログラムを起動させることができる。このため、ステータス管理プログラムを常駐
させる必要がなくなり、必要以上にネットワークトラフィックを増加させることなく、ユ
ーザは必要なデバイス（プリンタ）のステータスを必要なタイミングで把握することがで
きる。
【００４５】
　更に、本実施形態によれば、インストーラ２１１だけでなくプリンタドライバ２２１に
おいても、監視アプリケーションを情報処理装置にインストールするためのモジュールを
備えている。よって、プリンタドライバ２２１自体が、どのような過程でインストールさ
れたとしても、情報処理装置に監視アプリケーション２４１をインストールすることがで
きる。すなわち、ＯＳのバーションやインストーラの利用可否に係らず、画像処理装置の
ステータスを適切なタイミングで監視することが可能となる。
【００４６】
　（第２の実施形態）
　図８は、本実施形態におけるネットワーク環境を示す図である。第１の実施形態と異な
る点は、監視アプリケーション８４１にスプーラー再起動検知モジュール８４５が備えら
れている点である。なお、本実施形態においても、図１で説明した情報処理装置１００と
画像処理装置１５０を使用するものとする。また、監視アプリケーション８４１の登録に
おいても、図４～図６で説明したフローチャートに従って行うことができるものとする。
【００４７】
　第１の実施形態では、図７のステップＳ７０３において、ＯＳが提供しているＦｉｎｄ
ＦｉｒｓｔＰｒｉｎｔｅｒＣｈａｎｇｅＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ関数を利用することに
より、イベント登録処理を行った。但し、この方法を採用した場合には、スプーラーが再
起動されるとイベント登録も無効になってしまう。つまり、スプーラーが再起動されると
、監視アプリケーション２４１が監視対象のプリンタ２６０のプリントキューに対応する
ステータス管理プログラムを起動できなくなるおそれがある。なお、スプーラーの再起動
は、例えばユーザの指示により発生する。その他、新規にプリンタドライバがインストー
ルされた場合に、スプーラーが再起動されることもある。このため、本実施形態では、ス
プーラー再起動検知モジュール８４５を用意し、スプーラーの再起動が検知されたタイミ
ングで、イベント情報を再登録する。
【００４８】
　図９は、本実施形態において、ＰＣ８１０のＣＰＵ１０３が、監視アプリケーション８
４１として実行する監視処理を示すフローチャートである。本処理が開始されると、監視
アプリケーション８４１は、まずステップＳ９００において、スプーラー再起動検知モジ
ュール８４５を用いて、スプーラー監視処理を開始する。スプーラー監視処理の詳細につ
いては、後に詳しく説明する。
【００４９】
　スプーラー監視処理が開始されると、監視アプリケーション８４１はステップＳ９０１
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－Ｓ９０２の処理を実行するが、これらの処理はＳ７０１－Ｓ７０２と同じであるため詳
細な説明は省略する。監視対象となるデバイスアイコン（プリントキュー）が存在しない
場合は、ステップＳ９１０に進み、スプーラー監視フラグをＯＦＦに設定し、本処理を終
了する。スプーラー監視フラグをＯＦＦに設定することにより、本実施形態では、スプー
ラー再起動検知モジュール８４５がこれを確認し、ステップＳ９００で開始させたスプー
ラー監視処理が終了されるようになっている。
【００５０】
　一方、ステップＳ９０２で監視対象となるデバイスアイコン（プリントキュー）が存在
すると判断した場合は、ステップＳ９０３に進む。そして、イベント登録モジュールを用
いて監視対象と判定されたデバイスアイコン（プリントキュー）に対してイベントの登録
処理が行われる。この際、ＯＳが提供するＦｉｎｄＦｉｒｓｔＰｒｉｎｔｅｒＣｈａｎｇ
ｅＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ関数が利用される。
【００５１】
　ステップＳ９０４において、監視アプリケーション８４１は、スプーラー再起動検知モ
ジュール８４５を用いてスプーラーの再起動を検知したか否かを判断する。検知したと判
断した場合は、デバイスアイコン（プリントキュー）に対応するプリンタドライバ名やポ
ート名等の情報を再度取得するために、ステップＳ９０１に戻る。一方、スプーラーの再
起動を検知していない場合は、ステップＳ９０５に進む。
【００５２】
　ステップＳ９０５では、監視アプリケーション８４１は、イベント判定モジュール８４
３を用いてイベントの発生を検出したか否かを判断する。イベント判定モジュール２４３
がイベントを検出したと判断すると、監視アプリケーション８４１はステップＳ９０６に
進み、イベント判定モジュール８４３を用いてイベントの内容を解析する。一方、イベン
ト判定モジュール２４３がイベントを検出していない場合は、ステップＳ９０４に戻る。
ステップＳ９０４およびＳ９０５は、スプーラーの再起動またはイベント発生の少なくと
も一方が検出されるまで繰り返され、監視アプリケーション８４１による監視状態が継続
される。
【００５３】
　図９におけるステップＳ９０６－Ｓ９０９は、図７のＳ７０５－Ｓ７０８と同じである
ため詳細な説明は省略する。　
　図１０は、ＣＰＵ１０３が、スプーラー再起動検知モジュール８４５を用いて実行する
スプーラー監視処理を説明するためのフローチャートである。本処理は、図９のステップ
Ｓ９００で開始され、図９で説明した監視処理とは別スレッドで並行して行われる。
【００５４】
　本処理が開始されると、スプーラー再起動検知モジュール８４５は、まずステップＳ１
００１においてスプーラー監視フラグをＯＮに設定する。続くステップＳ１００２におい
て、スプーラー再起動検知モジュール８４５は、スプーラー監視フラグのＯＮ／ＯＦＦを
確認する。ＯＦＦである場合は、本処理を終了する。一方、ＯＮである場合は、ステップ
Ｓ１００３に進み、スプーラーサービスの状態を取得する。
【００５５】
　ステップＳ１００４において、スプーラー再起動検知モジュール８４５は、ステップＳ
１００３で取得した情報に基づき、スプーラーサービスが開始状態であるか否かを判断す
る。開始状態である場合は、ステップＳ１００５に進み、スプーラー停止イベントを待ち
受け、これを検知すると、その後ステップＳ１００６に進む。なお、Ｓ１００５は、スプ
ーラー停止イベントを検知するまで継続される。一方、ステップＳ１００４でスプーラー
サービスが開始状態ではないと判断した場合は、そのままステップＳ１００６にジャンプ
する。
【００５６】
　ステップＳ１００６では、スプーラー開始イベントを待ち受け、これを検知すると、そ
の後ステップＳ１００７に進む。ステップＳ１００７において、スプーラー再起動検知モ
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ジュール８４５は、スプーラーの再起動を検知した旨をイベント判定モジュール８４３に
通知し、監視状態を継続するために、ステップＳ１００２に戻る。そして、以上の監視処
理は、図９のステップＳ９１０において、スプーラー監視フラグがＯＦＦに設定されるま
で継続する。
【００５７】
　以上説明した本実施形態によれば、監視アプリケーション８４１の監視中にスプーラー
が再起動されたとしても、これを検知し即座に監視対象のデバイスアイコン（プリントキ
ュー）に対してイベントの再登録することができる。具体的には、監視アプリケーション
８４１は、Ｓ１００７の通知を受けることでＳ９０４にてＹｅｓと判定し、図９の処理を
Ｓ９０１に戻すことで、監視対象のプリンタ２６０のデバイスアイコン（プリントキュー
）に対してイベントを再登録できる。その結果、デバイスアイコン（プリントキュー）に
おけるイベントの発生を逃すことなく、そのステータスを必要なタイミングで把握するこ
とができる。
【００５８】
　（その他の実施形態）
　以上の実施形態では、監視アプリケーションのインストールおよび登録を、図４～図６
で説明した３つの方法で行う場合を例示したが、本発明はこれら方法に限定されるもので
はない。例えば、サービス登録その他のモジュールが、監視アプリケーション２４１の常
時起動登録を行っても良い。
【００５９】
　また、監視アプリケーション登録モジュール２１２（２２２）は、ログインしていない
ユーザのスタートアップフォルダやＤｅｆａｕｌｔのスタートアップフォルダに対しても
、監視アプリケーション２４１のスタートアップ登録を行っても良い。これにより、ログ
インしていないユーザや、新規にアカウントを作成したユーザの環境でも、監視アプリケ
ーション２４１が常駐起動することができる。
【００６０】
　また、監視アプリケーションの登録および起動は、必ずしもステータス管理プログラム
２３１の起動に伴って行われなくても良い。例えば、プリンタドライバ２２１がプリント
設定画面を表示したタイミングや、トーストをクリックして監視アプリケーション２４１
を起動する際に、登録および起動される形態とすることもできる。
【００６１】
　また、実施形態１および２では、ＰＣ２１０上のプリントキューを監視し、当該プリン
トキューに発生するイベントを検出する方法をとったが、プリンタ２６０に対して、イベ
ント登録する方法をとっても良い。その場合、プリンタ２６０でプリントが実行されたり
、エラーが発生したりすると、プリンタ２６０から監視アプリケーションに対してイベン
トが通知され、それを受けて監視アプリケーションはステータス管理プログラム２３１の
起動を行う。
【００６２】
　さらに、以上では、情報処理装置にステータス情報を提供する画像処理装置の一例とし
てプリンタを用いたが、無論本発明はこのような形態に限定されるものではない。例えば
、原稿をスキャンして読み取った画像データを情報処理装置に提供するスキャナや、読み
取った画像を更にコピーする機能を備えた複写機なども、本発明の画像処理装置１５０と
して利用することができる。このような場合でも、原稿の読み取り処理の進捗状態などが
ステータス情報として情報処理装置に提供されれば、上記実施形態と同様の効果を得るこ
とが出来る。
【００６３】
　さらにまた、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述
した実施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記
憶媒体を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（
またはＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。また、プログ
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ラムは、１つのコンピュータで実行させても、複数のコンピュータを連動させて実行させ
るようにしてもよい。また、上記した処理の全てをソフトウェアで実現する必要はなく、
処理の一部または全部をＡＳＩＣ等のハードウェアで実現するようにしてもよい。また、
ＣＰＵも１つのＣＰＵで全ての処理を行うものに限らず、複数のＣＰＵが適宜連携をしな
がら処理を行うものとしてもよい。
【符号の説明】
【００６４】
　　１００　　情報処理装置
　　１０３　　ＣＰＵ
　　１５０　　画像処理装置
　　２３１　　ステータス管理プログラム
　　２４１　　監視アプリケーション
　　２６０　　プリンタ

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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